
わさわさとWPF

ソースコードと要点で学ぶWPFの活
用



わさわさとは

WPFを使用して開発されたWassr（和製
ミニブログ）クラ゗ゕント

WPFの表現によりデスクトップゕプリな
がらHTMLに引けを取らない表示を実現

 VS2008のみで開発したためコントロー
ルのデザ゗ン等は弄っていない

動作にはWindows XP以降が必要

http://hcm.wankuma.com/wasawasa.htm



セッションの内容

 スラ゗ドは参考書
 ソースコードは教科書の小説
 WPF独特の機能を使いこなす

 リソース
スタ゗ル

 データバ゗ンデゖング
コンバータ
バリデータ

 コマンド
 デゖスパッチャ

 裏技的なテクニックを使いこなす



対象レベル

くまーでいうと2くらい

 C#かVB.NETの文法をある程度理解して
いること

 XAMLの文法をある程度理解していること

基本は同じなのでHTML+JSな人でも大丈
夫だと思います。



其の壱 リソース

StaticResourceとDynamicResource

x:Static

プロジェクトの「Resource」ゕ゗テム

マージされたリソースデゖクショナリ

スタ゗ル



StaticResourceとDynamicResource

 StaticResource
Control.Resourcesで定義されたリソースを
呼び出す。

 リソースのキーはx:Key属性で指定する。

 DynamicResource
ソースコードから動的に設定されたリソー
スを呼び出す。すなわち遅延評価される。

{StaticResource resourceKey}

<StaticResource ResourceKey=“resourceKey” />

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms750950.aspx

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms748942.aspx



x:Static

 publicクラスのpublic staticプロパテゖま
たはフゖールドを参照できる。

マネージドリソースを参照できるが利用
できる型は限られる。

あらかじめルート要素のxmlns:ns属性で
CLR名前空間と関連づけをしておく。

xmlns:ns="clr-namespace:NameSpace;assembly=AssemblyName“

{x:Static ns:ClassName.PropertyName}

<x:Static Member=“ns:ClassName.PropertyName” />

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms742135.aspx



プロジェクトの「Resource」ゕ゗テム

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa970678.aspx

ビルド ゕクションを
「Resource」にすると
WPFリソースとして扱わ
れる。

 同一ゕセンブリのリソースのURIは、
pack://application:,,,/ResourceFile.
ext
 XAMLからは相対パスで参照でき

る。
 参照ゕセンブリのリソースのURIは

pack://application:,,,/ReferencedA
ssembly;component/ResourceFile.
xaml



マージされたリソースデゖクショナリ

 ResourceDictionaryにはリソースデゖク
ショナリフゔ゗ルをマージできる。

リソースデゖクショナリフゔ゗ルに
EventSetter（後述）を記述することはで
きない。

<ResourceDictionary> 

<ResourceDictionary.MergedDictionaries>

<ResourceDictionary

Source="myresourcedictionary.xaml"/> 
</ResourceDictionary.MergedDictionaries>

</ResourceDictionary> 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa350178.aspx



スタ゗ル①

 スタ゗ルを使うとコントロールなどの既定
のプロパテゖを設定できる。

 スタ゗ルは通常リソースに設置される。

 TargetTypeのみ指定するとタ゗プの一致す
る要素全て、x:Keyを併用すると
StaticResourceで設定した要素のみに適用
される。

 スタ゗ルはBasedOnプロパテゖでx:Keyが
設定されているTargetTypeの一致するプロ
パテゖを継承できる。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms745683.aspx



スタ゗ル②

 スタ゗ルにはSetter、EventSetter、Triggerを含む
ことができる。

 Setterにはプロパテゖ名と値を設定する。
 値にはデータバ゗ンド（後述）が使用できる。
 DataContextは適用先のコントロールのものになる。

 EventSetterには゗ベント名と゗ベントを設定する。
 HandlesEventTooを設定しておかないと゗ベントが呼び

出されないことがある。
 リソースデゖクショナリフゔ゗ルでは使用できない。テ

ンプレート内で使用するとデザ゗ナが使用できない。

 Triggerについては割愛する。



其の弐 データバインディン
グ

ContentControlへのデータバ゗ンド

コンバータ

バリデーション

ListBoxへのデータバ゗ンド

TabControlへのデータバ゗ンド



ContentControlへのデータバ゗ンド①

 何を（SourceとPath）
DataContext/Source/RelativeSource/Element
Name
未指定だと親要素やテンプレート親から
DataContextが使用される。
Pathはそこからの相対パス。

 いつ（UpdateSourceTrigger）
LostFocus/PropertyChanged/Explicit

 どのように（ModeとConverterと
ValidationRules）
OneWay/TwoWay/OneWayToSource
Converterは未定義の変換を行うのに使用される。
ValidationRulesは値の確認に使用される。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms752347.aspx



ContentControlへのデータバ゗ンド②

 ソースになるオブジェクトの種類に制限はないが、
INotifyPropertyChanged゗ベントが実装されている
と即座に反映される。

 DataContextはコントロールに属し、親要素から継
承される。ソースコードから設定しやすい。

 Sourceはバ゗ンデゖングに属する。つまり
DataContextを上書きしない。前述した
StaticResourceかx:Staticが設定できる。バ゗ンデゖ
ングが依存関係オブジェクトでないため
DynamicResourceは設定できない。

 RelativeSourceも然り。詳しくは後述。
 ElementNameも然り。他の要素を参照できる。

チェックされていれば有効といった用途に使う。



ContentControlへのデータバ゗ンド③

 Pathは指定されたオブジェクトのプロパテゖ。
XMLの場合はXPath。
存在しないプロパテゖの場合は後述するコンバー
タで変換するか拡張メソッドを使うとよい。

 たとえばtxtMessage:TextBoxの文字列の文字数
を取得するにはサンプル1のようにする。

 たとえばゕプリケーション設定のColorを取得す
るにはサンプル2のようにする。
（Settings.Settingsのゕクセス修飾子をPublicに
しておく必要がある）

1. {Binding ElementName=txtMessage, Path=Text.Length, 
Mode=OneWay}

2. xmlns:prop=“clr-namespace AppName.Properties”
{Binding Source={x:Static prop:Settings.Default}, Path=Color}



ContentControlへのデータバ゗ンド④

 RelativeSourceは{RelativeSource Self}のよう
に拡張機能をネストして記述する。ここは嵌りや
すいので注意。

 Selfはその要素を表す。
 TemplatedParentはテンプレート親を表す。要

するにTemplateを持っている要素。
 FindAncestorはAncestorType型の

AncestorLevel番目に見つかった親要素を表す。
たとえばAncestorType=Window, 
AncestorLevel=1であれば親ウゖンドウを表す。

 PreviousDataは情報不足により不明です。知っ
ている人がいたら教えてください。m(__)m

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms743599.aspx



ContentControlへのデータバ゗ンド⑤

 LostFocusはフォーカスを失った時点で検証
とバ゗ンドを行う。TextBox.Textがこの形
式。

 PropertyChangedはプロパテゖが変更され
た(ry。大部分のプロパテゖがこの形式。

 ExplicitはUpdateTarget/UpdateSourceが
呼び出された(ry。明示的に設定する必要が
ある。
設定画面などはこの形式であると都合がよ
いが、コントロール個別に呼び出さなけれ
ばいけない。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms754356.aspx



ContentControlへのデータバ゗ンド⑥

 OneWayはソースからターゲットへのみバ゗ンドを
行う。これは内容を編集できないコントロールで使
用される。

 TwoWayは両方向のバ゗ンドを行う。これは内容を
編集できるコントロールで使用される。

 OneWayToSourceはターゲットからソースへのみバ
゗ンドを行う。これについては後述する。

 OneWayまたはTwoWayの場合、ソースに
INotifyPropertyChangedが適切に実装されていない
場合、UpdateTargetを実行するまで表示が変化しな
い。
ソースとして使う場合INotifyChangedの実装は事実
上必須とも言える。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms744816.aspx



裏技①

 OneWayToSourceの使い所。データバ゗ン
ドで生成されたSelectorのSelectedIndexを
取得するもっともスマートな方法。

 Selectorに対応するデータクラス（わさわさ
ではIBundle）にSelectedIndexプロパテゖ
を作成する。

1. ListBoxのSelectedIndexを
OneWayToSourceで作成したプロパテゖ
にバ゗ンドする。

public int SelectedIndex{ get; set; }

SelectedIndex=“{Binding Path=SelectedIndex, 
Mode=OneWayToSource}”



コンバータ

 バ゗ンデゖングに型変換はつきものである
が、フレームワークによって変換できない
ケースもそれなりに存在する。

 こうした場合、IValueConverterを実装した
クラスを定義し、リソースに配置して使用
する。

 複数のソースを使用する場合は
IMultiValueConverterを(ry、ターゲットに
これを参照したMultiBindingをバ゗ンドする。

http://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/system.windows.data.ivalueconverter.aspx



バリデーション

 ほとんどの場合バ゗ンデゖングのターゲットは自
由に入力可能なTextBoxである。このため、数値
などにバ゗ンデゖングしている場合入力を制限す
る必要がある。

 こうした場合はValidationRuleを継承したクラス
を定義し、リソースに配置し、バ゗ンデゖングの
ValidationRulesプロパテゖに設定して使用する。

 ValidationRuleでは値が正常値かどうかをboolで
返す。

 検証を通過できなければソースに代入されない。

http://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/system.windows.controls.validationrule.aspx



ListBoxへのデータバ゗ンド①

スカラではなくコレクションにバ゗ンド
される。

ゕ゗テムはテンプレートによって配置お
よび表示される。

Items

Source

テンプレート

•ItemTemplate

•ItemsPanel

表示結果



ListBoxへのデータバ゗ンド②

 ItemsSourceには
ObservableCollection<T>を使用すると
効率がよい。

これはAdd/Insert/Removeで変更部分の
み更新されるから。

このため、ObservableCollectionはマル
チスレッドではデゖスパッチャ経由で操
作する必要がある（後述）。

これはItemsControl全般に言えること。



ListBoxへのデータバ゗ンド③

 ItemTemplateにはDataTemplateを使
用する。

 DataTemplateはContentControl

 ContentにはGridやStackPanelを配置し、
そのChildrenにコントロールを配置する。

コントロールへのバ゗ンドは
{Path=PropertyName}だけでよい。

これは、DataContextにより自動的に設
定されるから。



裏技②

 前ページで「DataContextが自動的に設定
される」と書いたが、これは別の用途にも
使用できる。

 すなわち、コントロールの゗ベントハンド
ラから参照が可能。

 ListViewの列の場合は値そのものが設定さ
れるが、TemplatedParent.DataContextで
データクラスの゗ンスタンスが取得可能。

var Data = (sender as Control).DataContext as DataClass;



ListBoxへのデータバ゗ンド④

 ItemsPanelを設定するとは項目の配置をカ
スタマ゗ズすることができる

 ItemsPanelにはItemsPanelTemplateを使
用する。

 ItemsPanelTemplateにはStackPanelや
WrapPanel、Canvasなどを配置できる。

 Canvasを配置した場合はListBoxのリソー
スにListBoxItemのスタ゗ルを配置し、Top、
Leftなどのバ゗ンデゖングを設定する必要が
ある。



TabControlへのデータバ゗ンド①

Items

Source

テンプレート

•ItemTemplate

•ItemsPanel

•ContentTemplate

表示結果

 ItemsControlにContentTemplateプロ
パテゖが追加されている。

ただし、何故かItemsPanelは意味を成さ
ないため、残念ながら非常に自由度の低
いコントロールとなっている。



TabControlへのデータバ゗ンド②

 ItemTemplateでタブの文字列やツール
チップのテンプレートを設定する。
基本的にはTextBlockを配置しTextプロパ

テゖにタブの文字列を配置する。

 ContentTemplateで内容のテンプレート
を設定する。
データクラスの設計によっては

ItemsControlを入れ子にすることも可能。



其の参 コマンド

コマンドとは

組み込みコマンドの使用

コマンドの定義



コマンドとは

 GoFのCommandパターンを拡張し、ター
ゲットごとに異なる実装をもてるようにし
たもの。

 ICommandは開く、保存などの抽象的な操
作を表す゗ンターフェ゗スで、通常
RoutedEventが使用され、public static
フゖールドとして定義される。

 CommandBindingでコマンドとターゲット
の実装を紐付ける。

 ボタンなどのとの紐付けはCommandプロパ
テゖにCommandを設定するだけでよい。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms752308.aspx



組み込みコマンドの使用

 ApplicationCommands/ComponentCo
mmands/MediaCommands/Navigation
Commandsが用意されている。

これらのコマンドはx:Staticなどを使用せ
ずに指定することができる。

<Window.CommandBindings>

<CommandBinding x:Name=“helpCommandBinding” 
Command=“ApplicationCommands.Help” 
CanExecute=“helpCommandBinding_CanExecute” 
Execute=“helpCommandBinding_Execute” />…

<Button Command=“ApplicationCommands.Help”>ヘルプ
(_P)</Command>



コマンドの定義

 RoutedCommand型のpublic staticフゖー
ルドを定義する。

 名前、所有型、ショートカットを指定でき
る。

 定義はサンプル1のように行う。
 参照はサンプル2のように行う。

public static RoutedCommand UpdateStatusCommand = new 
RoutedCommand("UpdateStatusCommand", typeof(MainWindow),
new InputGestureCollection(new []{ new KeyGesture(Key.Enter, 
ModifierKeys.Control) }));

xmlns:ta=“clr-namespace AssemblyName”
{x:Static ta:MainWindow.UpdateStatusCommand}

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms771540.aspx



其の五 ディスパッチャ

スレッドセーフなUI操作



スレッドセーフなUI操作

デゖスパッチャはWinFormsの
Control.Invokeに相当するもの。

 UIElement. Dispatcherを取得し、
Invokeメソッドにデリゲートを渡すと適
宜実行される。

デリゲートにはActionと匿名メソッドの
組み合わせを使うと便利。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms741870.aspx



ご静聴有り難うございました

質問タ゗ム


